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梅
の
は
な
枝
に
し
ら
じ
ら
咲
き
そ
む
る

つ
め
た
き
春
と
な
り
に
け
る
か
な文
k
響

牛
　
　
ブ

“
た
二
た
二
上
”
れ
”

　
福
漂
小
学
擾
で
は
、
毎
年
廼
例
の
た
こ

上
げ
大
会
が
．
／
月
／
2
［
＝
（
金
）
に
学
校
近

く
の
黒
瀬
敷
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
当
E

は
絶
辱
の
た
こ
上
げ
［
コ
和
．
全
校
生
徒
が

冬
休
み
の
宿
題
で
作
っ
て
き
た
自
慢
の
た

こ
で
の
ぞ
み
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
愚
う

よ
う
に
上
が
ら
す
悪
載
苦
闘
す
る
児
童
も

い
れ
ば
、
た
こ
上
げ
を
始
め
た
途
端
＼
た

こ
が
見
る
見
る
う
ち
に
高
く
上
が
る
児
童

な
ど
様
々
で
し
た
。

　
飢
寒
い
‡
で
の
た
こ
上
げ
大
会
で
し
た

が
．
児
童
た
ち
は
一
兀
気
い
っ
ぱ
じ
か
け
團

っ
て
い
ま
し
た
。
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人口5，520人（△15）

　男　2，630人（△9）

　女2．890人（△6）

世帯数L696戸（△1）

　平成8年1月1日現在
　　　（　）は対前月比

「町報とうこう」は再生紙を使用しています
・
＠



　　　　　の耀8こ”り②

　
今
年
も
町
県
民
税
等
の
申
告
の
時

期
を
迎
え
ま
し
た
．
．

　
平
成
八
年
一
月
一
日
現
在
、
住
民

登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
町
内
に

住
ん
で
い
る
人
は
、
前
年
一
年
間
に

得
た
所
得
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
申
告
は
、
二
月
十
四
日
か
ら
受
付

を
始
め
ま
す
．
各
地
区
ご
と
に
受
付

け
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会
場
で
申

告
し
て
く
だ
さ
い
　
日
程
は
次
の
へ

ー
ジ
の
と
お
り
、
期
限
は
一
二
月
十
五

口
で
す
、

所
得
の
な
い
人
も

申
告
し
て
く
だ
さ
い

　
こ
の
申
告
は
、
町
県
民
税
と
国
民

健
康
保
険
税
の
課
税
の
基
礎
と
な
り

ま
す
、

　
所
得
の
な
い
人
で
申
告
を
し
な
か

∫．

ｽ
場
合
、
扶
養
認
定
や
生
活
保
護
・

児
童
手
当
の
判
定
、
福
祉
年
金
の
受

給
、
幼
稚
園
や
保
育
所
の
入
所
な
ど

に
必
要
な
所
得
証
明
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
も
れ
な
く
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

申
告
の
要
領
は
…

　
申
告
の
と
き
持
参
す
る
も
の

①
田
畑
で
生
産
し
た
作
物
名
・
作
付

面
積
が
明
ら
か
な
も
の
．
．

②
農
作
物
（
し
い
た
け
、
み
か
ん
、

米
、
柿
、
栗
、
野
菜
等
）
の
収
量
や

販
売
金
額
を
証
明
す
る
も
の
。
　
（
出

荷
証
明
書
）

③
養
蚕
の
繭
売
渡
し
精
算
書
。
　
（
各

蚕
期
別
）

④
肉
用
牛
の
セ
リ
市
場
に
お
け
る
売

渡
し
証
明
書
．
、
　
（
百
万
円
未
満
の
子

牛
に
つ
い
て
は
、
家
畜
市
場
の
売
却

証
明
書
が
あ
れ
ば
免
税
所
得
、
証
明

書
が
な
い
と
き
ば
課
税
所
得
で
す
．
．
）

⑤
出
稼
ぎ
や
日
稼
ぎ
を
さ
れ
て
い
る

人
は
、
事
業
主
か
ら
の
賃
金
等
の
支

払
証
明
書
。
　
（
給
与
支
払
報
告
書
の

出
て
い
る
人
は
不
要
で
す
。
）

⑥
各
種
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は

平
成
七
年
中
の
源
泉
徴
収
票
か
年
金

支
払
通
知
書
。

⑦
土
地
や
建
物
の
譲
渡
、
立
木
の
売

却
、
貸
家
等
の
あ
る
人
は
、
収
入
・

支
出
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
。
　
（
公

共
用
地
の
買
収
に
よ
る
補
償
の
場
合

も
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
）

⑧
そ
の
他
所
得
の
あ
る
人
は
収
支
の

明
ら
か
な
も
の
。
　
（
家
計
簿
・
日
記
・

ノ
ー
ト
類
）

⑨
平
成
七
年
中
に
支
払
っ
た
も
の
の

う
ち
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
る
も
の

（
農
機
具
・
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
等
の

購
入
費
、
雇
入
費
、
土
地
改
良
費
、

交
際
費
、
光
熱
水
理
、
事
業
用
借
入

金
の
支
払
利
息
、
地
代
、
家
賃
等
）

の
領
収
書
。

⑩
平
成
七
年
中
に
支
払
っ
た
生
命
保

険
や
個
人
年
金
保
険
の
保
険
料
及
び

火
災
保
険
等
の
損
害
保
険
の
保
険
料

昔～～

　　ノ物

税4講膝横
」

の
領
収
書
ま
た
は
支
払
証
明
書
。

⑪
印
か
ん

　
な
お
、
所
得
税
の
還
付
申
告
（
払

戻
し
請
求
）
を
す
る
人
は
、
源
泉
徴

一
票
を
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

は
病
院
の
領
収
書
・
通
院
証
明
書
を

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
．

確
定
申
告
の
受
付

役
場
で
納
税
相
談
を
行
な
　
ま
す

　
平
成
七
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
．
．

　
所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が
正
し

く
所
得
を
計
算
し
、
税
金
を
計
算
し

て
納
付
す
る
申
告
納
税
制
度
を
と
っ

て
い
ま
す
．

　
本
町
で
は
次
の
日
程
で
納
税
相
談

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▽
期
日
　
2
月
2
6
日
～
2
7
日

▽
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

▽
場
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館
2
階

申
告
を
要
す
る
人

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
に
は
、
税
務
署
か
ら
申
告
用
紙

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
と
も
に
申
告
相

談
日
の
案
内
が
あ
り
ま
す
。
申
告
書

が
送
ら
れ
た
人
は
、
書
類
に
目
を
通

し
、
必
ず
指
定
さ
れ
た
日
に
申
告
を

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
指
定
日
に
申
告
を
し
な
い
と
、
延

2
月 　
　
　
　
　
　
　
い

26

冝
`
2
7
日

岡
税
務
署
ま
で
出
向
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
．
．

　
な
お
、
申
告
書
の
送
付
を
受
け
な

く
て
も
、
次
の
人
は
確
定
申
告
が
必

要
弔
、
す

①
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
基
礎

控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な

ど
の
所
得
控
除
の
額
を
超
え
る
人
．

2
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収

が
二
千
万
円
を
超
え
る
人
や
、
給
与

所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
が
二

十
万
円
（
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
免

税
所
得
を
含
む
）
を
超
え
る
入
．

⑥
給
与
所
得
者
で
、
ニ
カ
所
以
上
か

ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
入

で
、
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
従

た
る
給
与
の
収
入
金
額
と
、
そ
の
他

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円

を
超
え
る
と
き
、

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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所
得
税
の

還
付
申
告

●
り
．

ハ、
、
q
う

㌧
亀
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確
定
申
告
を
し
な
く
て
よ
い
人
で

も
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納

町県民税・国民健康保険税申告相談日程表

税
を
し
た
税
金
が
納
め
す
ぎ
に
な
っ

て
い
る
人
は
、
還
付
を
受
け
る
た
め

の
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
．
こ
の
申
告
書
は
、
2
月
1
5
日

以
前
で
も
税
務
署
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
か
ら
、
な
る
べ
く
早
め
に
申
告

し
て
税
金
の
還
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
．特
に
次
の
よ
う
な
人
は
、
税
金
が
納

め
す
ぎ
に
な
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か

を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
，

m
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
や
医

療
費
控
除
、
寄
付
金
控
除
、
住
宅
取

得
等
特
別
控
除
、
政
党
等
寄
付
金
特

別
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
人
。

図
平
成
7
年
の
中
途
で
退
職
し
た
後

就
職
し
な
か
っ
た
人
で
、
年
末
調
整

を
受
け
な
か
っ
た
人
。

個
退
職
所
得
の
あ
る
人
で
、
そ
の
所

得
を
含
め
て
申
告
す
る
こ
と
に
よ
り

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
に
つ
い
て

特
別
減
税
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
人
等
で
す
。

月　日 曜 地区名 申告受付時間 該　当　組　合 場　　　　所

2／14 水 小野田

9：30～11：30 又下1・2・又中・又ヒ・住宅

13：00～15：00 大谷・小野田1・2
町中央公民館第4会議室

2／15 木 下渡lll 10：00～11：30 区　全　域 下渡川地区集会施設

2／16 金 越　　表

9：30～11：30 中水流・田口八ツ山 越表生活改善センター

13：30～15：00 児洗・一松露 児　洗　集　会　所

2／19 月

9：30～11：30 東石原・西石原・本村
坪　　谷

13：00～15：00 赤井笠・上ノ原
坪谷地区多目的集会施設

2／20 火 坪　　谷

9：30～11：30 仲崎・山武ノ木・瀬平

13：00～15：00 市谷原・市谷川崎
坪谷地区多目的集会施設

2／21 水 仲　　深

9：30～11：30 下仲瀬・久居原・下水流

13：00～15：00 深谷・野々崎
仲深地区集落センター

2／22 木 羽　　坂

9：30～11：30
井尻・深瀬・日ケ道・樋田

13：00～15：00 硯野・羽坂・沖之水流・小長野
羽坂生活改善センター

2／26

@～

Q／27

月
～
火
町内全域

9：00～11：30

13：00～16：00

（所得税等確定申告関係者） 町中央公民館第4会議室

※
申
告
期
間
中
役
場
税
務
課
職
員
は
地
域
に
出
向
き
ま
す
の
で
役
場
税
務
課
で
の
申
告
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
左
記
期
間
中
は
地
元
で
の
申
告
を
お
願
1
こ
た
し
ま
鳶

2／28 水 田　　野 9：30～11：30 区　全　域 田野地区集落センター

2／29 木 迫野内

9：30～11：30 鹿瀬・西谷

13：00～15：00 東下・東上

迫野内地区多目的集会施設

金
迫野内 9：30～ll：30 地　　内 〃

3／1

八重原 13：30～15：00 区　全　域 八　重　原　公　民　館

3／4 月 鶴野内

9：30～11；30 前田・中水流・下村・住宅

13：00～15：00 山内・中山

鶴　野　内　地　区
Rミニュティセンター

3／5 火 鶴野内 9：30～11：30 大工野・沢潟 大工野地区集落センター

3／6 水 福　瀬

9：30～11：30 仲野原1・2・3

仲野原営農研修施設
13：00～14：30 出　　口

3／7 木 〃

9：30～11：30 上村1・2・3

13：00～15：00 下村・鳥川
福　瀬　公　民　館

3／8 金 〃

9：30～11：30 日田尾・鵜亭亭

13：00～15：00 広　　瀬
広瀬生活改善センター

3／11 月 寺　　迫

9：30～11：30 庭田・長崎

13：00～15：00 中尾・吉牟田
庭　田　公　民　館

3／12 火 〃

9：30～11：30 亭亭・山ノロ

13：00～15：00 落　　鹿
寺　迫　公　民　館

3／13

@～

R／14

水
～
木
町内全域 9：00～16：00 ※各地区で申告できなかった者 町中央公民館第4会議室

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉



　　　　　コ纏8ご’り④

第1部（小野田）が2冠を獲得〃
一消防出初め式一

　新春恒例行事となっている消防出初め式が、今年も穏やかな日和りの中町内12部の消防団貝264名が出動し行なわれま

した．午前8時、点検長〔町長）の点検開始宣言後、本部から順次操練と三三・機械器具点検が開始されました。

　また、昨年に引き続き耳lll河川敷で一斉放水が行なわれ、興国めがけて威勢よく放水される12本の水柱と、それを演出

する勇壮な消防団員の姿に訪れた観客からさかんな拍手がおくられていました，また、操練の休憩時間におなじみとなっ
た山陰保育園幼年消防隊／l2名）による防火意識をよびかけた和太鼓演奏が披露されました。今年は早い時間でしたが、
園児達はハソピ姿に素足で元気よく消防出初め式に花を添えてくれました．

審査結果

［
「
＼

ぬ

、
肖

蔵：

　　帰P　T　、

な

区
点
募
鳴
鶴

第3回

忌3部

迫野内）

第2位

第8部

鶴野内

優勝
第1部

小野田〉

審査区分

総合の部

第9部

八重原）

第1部

螂
野
錨

剃
佃
　
第

第！部操練の部

第8部
平成7年度

操法大会の部
姿』F成7年呂弓5臼実施

，－

い　　　　　じ

ごマ5≒轟糞・磯
　▲寒い中元気イッパイの幼年消防隊

　
仲
深
の
町
道
前
田
上
野
原
線
と
国
道
四
四
六
号
を
結
ぶ
農
道
が
、
「
県
単
ふ
る

さ
と
農
道
緊
急
整
備
事
業
」
に
よ
っ
て
完
成
し
十
二
月
十
二
日
に
開
通
式
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
．
、
式
に
は
東
臼
杵
農
林
振
興
局
の
事
業
関
係
者
を
は
じ
め
地
元
の

関
係
者
や
地
元
県
議
、
町
長
、
町
議
会
議
員
ら
七
十
名
が
出
席
し
て
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
農
道
の
開
通
に
よ
り
、
農
業
の
利
便
性
は
勿
論
、
生
活
道
と
し
て
も
改
善
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

県
単
ふ
る
さ
と
農
道
緊
急

整
備
事
業
深
谷
地
区
概
要

延
　
長
1
1
四
二
二
m

幅
　

員
1
1
五
・
O
m

総
事
業
費
　
－
－
－
　
二
億
六
千
万
円

事
業
期
間
　
1
1
　
平
成
五
～
七
年
度

認

敦＊公園
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バレンタインデー

　1月はクリスマスの後で春の前ですから、何もない1ケ月になります，2月はバレンタインデーがなければ、2
ケ月続けて寂しい時期になります。バレンタインデーは、2月14日です，昔からこの日はロマンチ、．，クな日です．

西洋では日本の習慣とは逆に、男性が女性にフ．レゼントやチョコをあげる習慣があります．愛のシンボルとしては、

男性は好きな女性に1本か12本の赤いバラをあげます，それと一緒に愛される女性はロマンチ・アクな詩が書いてあ

るカードをもらいます。このような伝統的な習慣はありますが、男性も女性もお互い好きな人にプレゼントやチョ
コをあげます，男性か女性にフ．レゼントをあげることは外国の「レディーファスト」という習慣の部分だと思いま
す、一レディーファスト」は、昔の男尊女卑の社会のことでした。その時代に女性の身分が低くて権利が少なく弱い

と見られていましたから、男性は．女性を守るべきたとされイギリス紳士が多くなってきたわけです。ですから現在、

女性のためにドアを開けてあげるような親切なことをしても、女性の身分が低かった時代を聞いていますから少し
も気になりません．

　皆さんもバレンタインデーには、勇気を出して好きな人に愛の告白をしてくださいね！ノ

－
－
こ
ぞ
ん
じ
で
す
か
？
－

圓
園
圖
国
囹

　
　
　
　
　
　
　
不
起
訴
に
は
1
1
人
の
審
査
の
目

検
察
審
査
会
と
は
？

　
選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
1
1
人
の
検
察
審
査
員
が
、

い
わ
ば
】
般
の
国
民
を
代
表
し
て
、

検
察
官
が
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た

こ
と
（
不
起
訴
処
分
）
の
よ
し
あ
し

を
審
査
す
る
の
を
主
な
仕
事
と
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

審
査
は
ど
う
い
う
と
き
に
？

　
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
人
や
犯
罪

を
告
訴
・
告
発
し
た
人
か
ら
、
検
察

官
の
不
起
訴
処
分
を
不
服
と
し
て
、

検
察
審
査
会
に
申
立
て
が
あ
っ
た
と

き
、
審
査
を
始
め
ま
す
。
ま
た
、
検

察
審
査
会
は
、
被
害
者
な
ど
か
ら
の

申
立
て
が
な
く
と
も
、
進
ん
で
検
察

官
が
不
起
訴
に
し
た
事
件
を
取
り
上

げ
て
審
査
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

審
査
の
方
法
は
？

　
検
察
審
査
会
で
は
、
1
1
人
の
検
察

審
査
員
全
員
が
出
席
し
、
検
察
審
査

会
議
を
開
い
て
、
事
件
の
記
録
を
調

べ
た
り
、
必
要
に
応
じ
て
証
人
を
呼

ん
だ
り
、
実
地
見
分
を
し
た
り
し
て
、

検
察
官
の
不
起
訴
処
分
の
よ
し
あ
し

を
慎
重
に
審
査
し
ま
す
．

審
査
の
結
果
は
？

　
検
察
審
査
会
で
審
査
し
た
結
果
、

更
に
詳
し
く
捜
査
を
す
べ
き
で
あ
る

（
不
起
訴
不
当
）
と
か
起
訴
を
す
べ

き
で
あ
る
（
起
訴
相
当
）
と
い
う
議

決
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
検
察
官
は
、

こ
の
議
決
を
参
考
に
し
て
事
件
を
再

検
討
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
起
訴
を

す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
の
結
論
に

達
し
た
と
き
は
、
起
訴
の
手
続
き
が

と
ら
れ
ま
す
、
．

撰
一
定

市町村選挙曹理委員会

検
察
審
査
員
の
選
び
方
は
？

　
ま
ず
、
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員

会
が
、
選
挙
人
名
簿
に
基
づ
い
て
、

く
じ
で
検
察
審
査
員
の
候
補
者
を
選

び
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、
検
察
審
査

会
事
務
局
長
が
再
び
く
じ
で
検
察
審

査
員
を
決
め
ま
す
．
．
ま
た
、
検
察
審

査
員
に
欠
員
が
で
た
と
き
や
検
察
審

査
貝
が
審
査
会
議
に
欠
席
し
た
と
き

に
備
え
て
、
同
様
の
方
法
で
、
同
数

の
補
充
員
が
選
ば
れ
ま
す
．
．
検
察
審

査
員
及
び
補
充
員
の
任
期
は
6
か
月

で
す
．
※
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
検
察
審
査

会
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
審
査

会
は
裁
判
所
の
中
に
あ
り
ま
す
。
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検察審査員・補充員

　1・4・ア・旧各月末E｝に

　5名又は6月目つ選定
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／成人式
　　　　　　　　　　　　一決意も新たに一

画　新成人者を祝う式典が町総合文化センターで行なわれました、今年は本町出身の新成人者68名．該当者85名｝が出席、

ます一人ひとりの名前が呼ばれた後、新成人者を代表して、

小野田の海野靖幸さんと寺迫の黒木智子さんに成人証書と記

念品が渡されました、そして新成人者を代表して迫野内の成

實亜紀了・さんが、　　成人の日の意義をしっかりと胸に刻み、

自己の責任において行動し、郷7hの発展に貢献するため最善

を尽くします、，と力強く誓いの言葉を述べ’最後に越表の後

藤健一さんと福瀬の新名真由美さんが一20歳を迎えて一と題

して、それぞれの胸の内を語って会を締めくくりました．

＝■＝】［■＝＝コ【■■■ヨ「璽玉「【＝＝＝－＝【茎＝一］【．璽璽■ヨヨ「－】＝皿．互暉麗τ－．互

　第21回牧水かるた大会
　　　　　　　　　　　　　　　　　一元気に「はい」一

　1月6日士

　今年で第21回を数える新春恒例の牧水カルタ大会が町中央

公民館で行なわれました一

　今年は町内の小中学生総勢220人が、個入戦、チーム三寸抗、

学校対抗のそれぞれの競技に出場、日頃の練習の成果を競い

ました，読み手が上の句を読むと一はい一と元気よく声をだ

して素早く札をとる光景があちこちで見られました，成績は

次のとおりです。・優勝者のみ1

レ個人戦小学校の部優勝　海野三和1東小1、岩田俊介、直野の

ぞみ1福小〕同中学生の部優勝　那須真奈美、海野亜由美

坪中・レ学校対抗小学校の部優勝　東郷小学校同中学校の
部優勝　東郷中学校　レチーム対抗戦小学校の部優勝　ほと

とぎす1坪・」M同中学校の部優勝　コロスケ．東中1

コ口】＝皿【■．－一■．．竃－二－］［ーコ［X＝【＝【］［－］［■＝－裏■】E－＝】【コ［ーコ【コ【＝【■夏－－

　
rHI亙．皇－．ヨニコ【．H皿

∫HH

｝
X

1H

｝
寵一【■一■

新春交流懇話会

曾1月9日吹

爾L．

　毎年恒例となった新春交流懇話会が、今年も町内の各

種団体や企業の代表者を集め、町総合文化センターで行

なわれました．

　木村映一町長が新年のあいさつを述べた後、早速懇話

会が始まりましたが、日頃から町政と一体：となった活動

等を展開している団体や企業、関係者の代表とあって、

今後の束：郷町の町づくりはどうあるべきかについて真剣

かつ活発な意見が交わされていました，

H
　

】【互夏互コ【冨■＝■至■ヨI－＝星＝コ【互璽

　
竃．一】【－互三■－－－］コ「五車裏．■一］［】【n】「■．■］【＝一互藍■■互亙望黒互■菖夏．重－竺軍－

新春書初展
　　一小・中学生

1月13日土～21日日EI

　今年も町内の小中学生による書初展が、総合文化セン

ターで開催されました＝それぞれ各学年ごとに与えられ

た題材をもとに，号：かれた209点ノ）作品が展示されました

ヵご、どの作品も各学校、学年を代表する作占1，とあって見

ごたえのあるものが多く、鎧賞に訪れた人達もしばし足

をとめて作品に見いってい・ました
労
・
胤
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一
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子
さ
ん
（
5
4
歳
）

．
磯

遷

饗
　
～

適、
、

欝
｝

ミ
、

　
　
　
　
・
～
ミ
灘
糞
寒
　
　
　
　
・

o
出
身
地
　
迫
野
内
　
鹿
瀬

O
生
年
月
日
昭
和
十
六
年
三
月
二
十
一
日

○
実
家
の
現
在
の
世
帯
主

　
　
山
田
重
男
さ
ん
（
弟
）

○
現
在
の
住
所
　
宮
崎
市
　
吉
村
町

　
宮
崎
市
に
移
り
住
ん
で
2
8
年
が
経

ち
、
現
在
は
夫
と
息
子
の
三
人
暮
ら

し
で
、
夫
は
仕
事
の
関
係
で
本
町
に

あ
る
仲
野
原
工
業
用
水
管
理
事
務
所

の
お
世
話
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
．
．

　
一
子
さ
ん
の
趣
味
は
生
花
と
茶
道

と
の
こ
と
で
す
が
、
仕
事
を
辞
め
た

ら
是
非
、
手
話
サ
ー
ク
ル
で
活
動
し

て
み
た
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

★
☆
み
3
さ
と
6
思
い
出
膠
な
し
☆
★

通
学
の
想
い
出
、
学
び
は
荷
に
な
ら
ぬ
宝

　
今
回
、
ふ
る
さ
と
を
回
顧
す
る
こ

と
に
な
り
、
無
量
の
念
で
一
杯
で
す
．
．

私
は
東
郷
村
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と

を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
．
．
昭
和
2
2

年
に
東
郷
小
学
校
に
入
学
、
当
時
配

給
制
が
あ
り
、
学
生
服
と
ゴ
ム
草
履

が
当
た
っ
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
．
．
せ
っ
か
く
草
履
が
当

た
っ
た
の
に
履
く
の
が
勿
体
な
く
て

四
キ
ロ
の
砂
利
道
を
裸
足
で
通
う
日

々
で
し
た
。
靴
を
履
く
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
も
雨
の
降
る
日
な
ど
は
大
抵

裸
足
で
の
通
学
で
し
た
。
私
の
家
か

ら
学
校
が
遠
か
っ
た
せ
い
も
あ
り
、

ト
ラ
ッ
ク
や
荷
馬
車
に
乗
せ
て
も
ら

っ
て
通
学
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

人
の
親
切
に
感
謝
し
疑
わ
ず
、
誘
拐

な
ど
無
縁
の
良
き
時
代
、
八
重
原
橋

か
ら
鹿
瀬
ま
で
、
人
家
の
な
い
帰
り

東
郷
町
は
美
し
い
自
然
が
い
つ
ば
い
、
原
点
に
戻
っ
て

　
帰
る
毎
に
東
郷
町
も
道
路
が
広
く
。

整
備
さ
れ
、
便
利
で
美
し
い
町
に
な

り
ま
し
た
。
牧
水
公
園
も
情
調
が
あ

っ
て
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
子
供
の
頃
、
耳
川
で
は
沢
山

の
鮎
や
カ
ニ
が
獲
れ
、
き
れ
い
な
水
で

一
日
中
泳
い
だ
り
し
た
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
今
の
耳
川
は
あ
の
頃
の
清

流
と
は
い
か
な
い
よ
う
で
す
。
出
来

る
こ
と
な
ら
も
う
一
度
昔
の
耳
川
に

戻
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
隣
接
す
る
市
町
村
】
体
と
な
っ
て

自
分
達
の
命
を
守
る
た
め
、
ゆ
と
り

の
心
を
育
て
る
た
め
、
耳
川
の
恵
み

を
皆
ん
な
で
分
ち
あ
え
る
よ
う
頑
張

っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
自
然
豊
か
な
我
が
ふ
る

里
東
郷
町
の
発
展
を
期
待
し
ま
す
。

道
を
】
人
で
通
っ
た
想
い
出
は
忘
れ

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
．
、

　
さ
て
、
物
が
溢
れ
飽
食
の
現
代
、

無
駄
が
感
謝
す
る
心
を
忘
れ
さ
せ
つ

つ
あ
り
ま
す
．
．
物
も
金
も
な
く
、
辛

抱
を
常
と
し
、
無
心
な
幼
少
の
時
期

に
我
慢
そ
し
て
忍
耐
と
努
力
を
身
を

持
っ
て
体
験
し
て
き
た
こ
と
が
今
に

生
き
て
い
ま
す
が
、
物
を
粗
末
に
出

来
な
い
た
め
物
が
た
ま
っ
て
し
ま
い

処
分
に
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
今
一
番
私

が
両
親
に
感
謝
し
て
い
る
こ
と
は
、

あ
の
時
代
に
進
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た

こ
と
で
す
．
．
し
か
し
、
通
学
に
は
大

変
苦
労
を
し
ま
し
た
。
鹿
瀬
の
対
岸

に
バ
ス
停
が
あ
る
た
め
舟
で
思
川
を

渡
ら
な
く
て
は
な
ら
ず
、
ダ
ム
の
放

流
が
少
な
い
時
は
石
原
の
上
を
、
雨

が
降
る
日
は
舟
に
た
ま
る
水
を
び
し

ょ
濡
れ
に
な
っ
て
汲
み
だ
し
な
が
ら

…
苦
し
い
船
頭
体
験
で
し
た
が
、
今

と
な
っ
て
は
懐
か
し
い
限
り
で
す
。

　
最
後
に
、
私
は
三
度
の
転
職
を
経

験
し
、
そ
の
こ
と
は
達
磨
の
様
に
私

を
高
め
て
く
れ
ま
し
た
。
「
学
び
は
荷

に
な
ら
ぬ
宝
」
を
信
条
に
こ
れ
か
ら

を
生
き
て
ゆ
こ
う
、
そ
う
想
っ
て
い

ま
す
。
書
き
尽
く
せ
ま
せ
ん
が
、
私

の
懐
し
い
想
い
出
話
を
終
わ
り
ま
す
。

析一品一翼舗　
掃
く
庭
に
舞
い
来
る
落
葉
二
葉
三
葉

　
日
毎
に
つ
の
る
寒
の
き
び
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

　
ふ
る
さ
と
の
推
葉
の
香
り
柚
子
の
実

　
に
雪
舞
う
里
の
亡
き
父
母
想
ふ

　　　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
．
八
重
子

　
し
み
じ
み
と
呑
む
酒
の
味
こ
の
年
の

　
終
わ
り
を
告
ぐ
る
鐘
遠
く
き
く

　　　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
国
作

　
長
男
の
逝
き
に
し
我
が
家
今
は
只
孫

　
に
望
み
を
か
け
る
の
み
な
る

％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
圓
男

　
二
夜
三
夜
座
敷
に
遊
び
し
蜷
蜂
よ
こ

　
の
塞
空
を
い
ず
こ
に
生
き
る
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
久
子

　
老
二
人
齢
の
差
あ
り
と
見
え
ね
ど
も

　
語
る
を
聞
け
ば
師
弟
な
る
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
古
市

　
剣
よ
り
も
ペ
ン
は
強
し
と
誇
り
い
し

　
記
者
は
い
っ
こ
ぞ
オ
フ
レ
コ
破
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
録
司

　
玄
関
に
置
き
た
る
寒
蘭
匂
い
立
ち
客

　
の
挨
拶
こ
こ
に
始
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

ξ
r
ρ
』

慣
・
．
纏
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　　　　　　　魂呼うご’り⑧

雄簸團園⑤薦
　　　　☆★☆山陰保育園☆★☆

▼題「ラジコンカー」　　　小野田の
前田和紀ちゃん15劇

父：前田利幸さん

母：　　博恵さん

麟藩＝　一
恥

無∵惑

画

湖

正

○好きな食べ物は何ですか？

　カレー

。好きな遊びは何ですか？

　三輪目星で辺主『訟こと

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　ビーファイター

　　　鶴野内の
　衛藤　大くん5歳）

父：衛藤隆さん
母：　奈津美さん

○好きな食べ物は何ですか？

　ケーキ

O好きな遊びは何ですか？

　戦いごっこ

0大きくなったら何になり

　たいですか？

　自衛隊

▲題「クリスマス会」

。
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．
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Y
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Y
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・
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γ
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7
・
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・
Y
・
Y
・
γ
・
Y
・
Y
・
7
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了
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T
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Y
・
Y
・
7
・
Y
・
Y
・
7
・
T
・
Y
・
ヤ
・
Y
・
Y
・
7
・
Y
。
Y

飯瞳…骸一悪の吉品題

輸蹟一　赤い羽根共同募金
　　　　L253，054円

　歳末たすけあい募金
　　　　　554，649円

　　集まる／（旧田現在）

　平成7年度赤い羽根共同
募金、及び歳末たすけあい

募金では、各団体や職場に

おいて町民の皆さんのご協

力をいただき、たくさんの

浄財が集まりました。

　特に街頭募金では東郷中

坪谷中・東郷小の子供達が
学校募金では、・東郷小・坪
谷小・福瀬スポーツ少年団

の子供達が頑張ってくれま

した。集まった募金は今後

福祉活動の財源や施設入所
者、町内在宅者（ねたきり、

一人暮らし等）に慰問金と

して配分されることになっ

ています。町民の皆さんご

協力ありがとうございまし
た。

▲募金におとずれた、三瀬
　スポーツ少年団の皆さん

圏
画
回
回
凶
O

2

働
ゆ
ピ
・
り
三
三

、
　
固

2月は飲酒運転追放月間

　　　乗るなら餉な罪なら乗るな傷
」

●

00
／

、日向警察署の電話番号が

　　『53－0110』に変更

☆
チ
ョ
ッ
ト
の
油
断

　
年
末
の
忙
し
い
夕
方
A
子
さ
ん
は
、

A
コ
ー
プ
で
買
い
物
を
し
て
外
に
出

た
と
こ
ろ
、
国
道
の
方
が
騒
が
し
い

の
で
見
る
と
交
通
事
故
の
模
様
．
、
そ

の
】
方
の
車
は
見
覚
え
の
あ
る
我
が

愛
車
で
あ
る
。

　
A
子
さ
ん
は
、
あ
わ
て
て
A
コ
ー

プ
に
入
っ
た
為
、
ギ
ヤ
を
入
れ
ず
に

サ
イ
ド
ブ
レ
ー
キ
も
か
け
て
い
な
か

っ
た
の
で
、
車
が
独
り
で
に
動
き
だ

し
衝
突
事
故
と
な
っ
た
次
第
．

☆
多
額
盗
難
事
件

　
年
末
の
忙
し
い
夕
方
B
子
さ
ん
は
、

所
要
で
中
央
公
民
館
に
愛
車
で
出
掛

け
、
現
金
を
入
れ
た

バ
ッ
グ
を
車
の
中
に
　
、
も
．

置
い
て
ド
ア
。
・
ク
曝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

難
㌦
融
触

の
現
金
と
預
金
通
帳
等
を
盗
ら
れ
た
．
．

　
こ
の
事
件
に
つ
い
て
の
、
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

☆
イ
ノ
シ
シ
逃
走

　
ウ
リ
坊
か
ら
、
手
塩
に
か
け
て
育

て
て
【
人
前
の
イ
ノ
シ
シ
に
成
長
し

妊
娠
し
た
の
を
機
会
に
、
一
人
部
屋

に
移
そ
う
と
し
た
隙
に
、
山
へ
逃
走

し
た
．
、

　
人
の
話
で
は
、
子
連
れ
で
．
兀
気
に

し
て
い
る
と
の
噂
が
元
の
飼
い
主
に

伝
わ
っ
て
く
る
が
、
果
し
て
確
認
で

き
る
の
か
？

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2棚ωまで〉

　　　　　　り⑨三四1』」～ご’つ

國
成
7
年
度
国
轟
籍
委
と
毒
図

人
口
5
、
5
3
9
人
・
世
帯
数
1
、
6
9
7
戸

　
平
成
7
年
1
0
月
1
日
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
国
勢
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま

り
、
こ
の
ほ
ど
公
表
さ
れ
ま
し
た
．
．

　
本
町
の
人
口
は
、
昭
和
2
5
年
を
ヒ

ー
タ
に
年
々
減
少
し
続
け
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
も
そ
の
流
れ
は
止
ま
ら

ず
、
前
回
平
成
2
年
目
調
査
時
よ
り

4
5
0
人
減
少
の
5
、
5
3
9
人
、
世

帯
数
も
、
昭
和
4
5
年
か
ら
維
持
し
て

き
た
一
、
7
0
0
世
帯
台
を
つ
い
に

割
っ
て
、
1
、
6
9
7
世
帯
と
い
う
調

査
結
果
で
し
た
一
．
今
回
の
国
勢
調
査

の
結
果
を
基
に
町
で
は
、
な
お
↓
層

の
過
疎
対
策
へ
の
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
人
ロ
予
想
ク
イ
ズ

　
　
　
　
当
選
者
決
ま
る

　
先
に
応
募
し
ま
し
た
国
勢
調
査
入

口
予
想
ク
イ
ズ
の
当
選
者
が
次
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
．
．
惜
し
く
も
ピ

タ
リ
賞
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ニ

ア
ピ
ン
賞
の
皆
さ
ん
に
は
そ
れ
ぞ
れ

賞
品
を
進
呈
致
し
ま
す
。

　
ニ
ア
ピ
ン
賞
（
）
内
は
予
想
人
目

本
多
ト
メ
子
さ
ん
（
5
5
4
1
人
）
、

黒
木
照
之
さ
ん
（
5
5
4
2
人
）
、
水

野
伴
子
さ
ん
（
5
5
4
2
人
）
、
以
下

予
想
人
口
省
略
、
田
中
馨
さ
ん
、
水

野
藤
雄
さ
ん
、
吉
野
緑
さ
ん
、
本
多

茂
雄
さ
ん
、
小
山
貞
代
さ
ん
、
小
山

幸
男
さ
ん
、
以
上
の
み
な
さ
ん
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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脚
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N
脚
図
図
幅
闘
図
”
岡
図
”
鯛
”
”
飼
”
旧
記
h
餌
解
国
訓
脚
闘
”
脚
図
脚
圓
図
闘
鋼
図
“
翻
髄
”
圏
h
【
畦
N
”
闘
図
國
囲
騨
岡
囲
勧
脚
翻
榊
門
髄
－
o
開
闘
1
8
附
闘
闘
”
囲
図
”
脚
図
岡
囲
図
凶
桐
図
9
0
髄
帥
0
9
賢
帥
卵
脚
図
胴
囲
髄
脚
闘
凶
門
鯛
脚
”
翻
㎞
”
瞬
図
”
闘
図
四
脚
髄
闘
闘
髄
闘
舗
“
樋
瞬
図
“
脚
N
闘
脚
図
9
0
圏

Q
6
0
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を
受

昂
け
て
い
る
人
も
多
い
と
聞
き
ま
し
た

載
が
、
年
金
額
に
ど
の
よ
う
な
差
が
あ

湿
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A
年
金
額
が
一
生
減
額
さ
れ
た
ま

瑞
ま
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

＝＝　
老
齢
基
礎
年
金
は
本
来
6
5
歳
か
ら

置
受
け
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す

が
、
6
0
歳
か
ら
で
も
繰
り
上
げ
て
受

　
け
・
こ
・
が
で
き
ま
玄
こ
の
場
合

　の

z
は
、
6
5
歳
か
ら
受
け
・
れ
・
年

金
額
の
5
8
％
し
か
受
け
ら
れ
ず
、
残

り
の
4
2
％
は
滅
亡
さ
れ
、
そ
の
割
合

は
生
涯
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
繰
り
上
げ
て

受
給
す
る
額
と
、
6
5
歳
か
ら
受
給
す

る
額
が
生
涯
不
公
平
に
な
ら
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
た
め
で
す
。

　
具
体
的
な
年
金
額
で
み
ま
す
と
、

例
え
ば
満
額
の
年
金
を
受
け
取
れ
る

人
の
場
合
、
6
5
歳
か
ら
で
す
と
年
額

7
8
5
、
5
0
0
円
（
平
成
七
年
度
）

を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
6
0
歳
か
ら
繰

り
上
げ
を
希
望
し
ま
す
と
4
5
5
、
6

0
0
円
と
な
り
ま
す
。
　
（
受
給
年
齢

ご
と
の
繰
上
げ
、
繰
下
げ
率
は
下
表

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
．
．

　
な
お
、
6
6
歳
以
降
か
ら
受
け
始
め

る
制
度
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
、
「
繰

下
げ
支
給
」
と
い
っ
て
、
こ
の
場
合

に
は
、
年
金
額
が
割
増
さ
れ
て
生
涯

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．
、

繰．しげ支給 繰下げ支給

磨響支牌 磨難支給率
60歳……58％ 66歳……U2％

61歳……65％ 67歳・・一126り。

62歳……72％ 68歳……143％

63歳……80％ 69歳……164％

64歳……89％ 70歳……1880り
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表
紙
へ
牧
水
？
）
た
の
解
説

　
表
紙
の
う
た
「
梅
の
は
な
枝
に
し

ら
じ
ら
咲
き
そ
む
る
　
つ
め
た
き
春

と
な
り
に
け
る
か
な
」

　
こ
の
歌
は
大
正
六
年
（
一
九
一
七
・

三
十
二
歳
）
の
二
月
頃
に
詠
ん
だ
も

の
と
思
わ
れ
、
第
十
歌
集
『
白
梅
集
』

に
収
め
て
あ
り
ま
す
、
　
い
ま
丁
度

梅
の
花
の
季
節
で
す
の
で
今
月
は
こ

の
歌
を
と
り
あ
げ
て
み
ま
し
た
。
正

月
も
過
ぎ
や
が
て
春
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
こ
の
時
期
に
咲
く
梅
の
花

は
、
と
て
も
美
し
く
清
素
な
感
じ
を

私
達
に
あ
た
え
、
さ
わ
や
か
な
気
持

ち
に
し
て
く
れ
ま
す
。
牧
水
が
自
然

を
愛
し
、
花
を
愛
し
た
と
い
う
こ
と

は
た
び
た
び
紹
介
し
た
と
こ
ろ
で
す
．
．

渡
　
邊
　
邦
　
彦

　
牧
水
は
こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。

　
「
木
草
の
芽
に
降
る
雨
の
暇
な
心
持

で
、
私
は
歌
を
う
た
ひ
た
い
。
そ
の

場
合
、
木
草
は
自
分
の
心
で
あ
る
。

歌
は
心
か
ら
出
る
と
い
ふ
。
誠
に
心

よ
り
ほ
か
に
歌
の
い
つ
る
と
こ
ろ
は

無
い
。
心
か
ら
出
る
と
共
に
、
同
時

に
ま
た
心
を
養
ひ
育
つ
る
様
な
心
持

で
次
第
に
私
は
歌
を
う
た
っ
て
行
き

度
い
も
の
で
あ
る
。
自
由
で
、
長
閑

で
、
慈
愛
に
満
ち
た
歌
、
私
は
そ
れ

を
歌
ひ
度
い
．
「

　
こ
の
「
梅
の
は
な
」
の
歌
は
平
明

で
、
温
か
で
、
み
ず
み
ず
し
く
、
ま

～

、
議
．
．

硲　
　
甜

げ累

さ
に
牧
水
が
常
に
求
め
て
い
た
歌
の

心
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
こ
の
歌
と
並
ん
で
次
の
歌

も
あ
り
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
、

　
梅
の
木
の
蕾
み
そ
め
た
る
庭
の
隅

　
出
で
て
立
て
れ
ば
さ
び
し
さ
お
ぽ

　
ゆ
　
歌
集
『
白
梅
集
』
は
喜
志
子
夫
人

と
の
合
著
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
付

け
加
え
て
お
き
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉



　　　　　　鵜8こ”り⑩
　　　　　　お知らせ
くく《〈イこレ7二二ーショし）ジ》∋〉

幼
稚
園
児
募
集

　
東
郷
・
寺
迫
の
各
幼
稚
園
の
園
児

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
入
園
資
格

　
町
内
の
通
園
可
能
な
地
区
に
居
住

す
る
満
三
歳
、
満
四
歳
、
満
五
歳
の

幼
児
．
．
た
だ
し
募
集
は
次
の
と
お
り

に
な
り
ま
す
．

○
東
郷
幼
稚
園
　
満
三
、
四
、
五
歳
児

。
寺
迫
幼
稚
園
　
満
三
、
四
、
五
歳
児

▽
入
園
申
込
方
法

　
入
園
申
込
書
が
、
教
育
委
員
会
事

務
局
及
び
東
郷
・
三
障
幼
稚
園
に
お

い
て
あ
り
ま
す
．
．

▽
入
園
申
込
締
切
日

　
平
成
八
年
二
月
二
十
九
日
（
木
）

国
の
教
育
ロ
ー
ン
制
度

　
入
学
金
や
授
業
料
・
ア
パ
ー
ト
の

敷
金
・
家
賃
・
外
国
の
高
校
・
大
学

へ
の
留
学
費
用
な
ど
入
学
時
や
在
学

中
に
必
要
と
な
る
資
金
を
融
資
す
る

公
的
制
度
と
し
て
、
国
民
金
融
公
庫

の
「
教
育
ロ
ー
ン
一
が
あ
り
ま
す
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
制
度
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
．
．

▽
対
象
校

　
高
校
・
短
大
・
大
学
・
大
学
院
・

呼
掛
学
校
・
各
種
学
校
等
・
外
国
の

高
校
・
大
学

▽
融
資
限
度
額

　
一
五
C
万
円

▽
融
資
期
間

　
8
年
以
内
（
据
置
期
間
は
在
学
期

間
内
く
最
長
4
年
ご

▽
返
済
方
法

　
元
利
均
等
毎
月
払
（
ボ
ー
ナ
ス
併

用
払
も
可
能
）

▽
利
率

　
3
・
2
5
％
（
1
1
月
1
0
日
受
付
分

か
ら
）
※
詳
し
い
こ
と
は
国
民
金
融
公
庫
延

岡
支
店
（
T
E
L
O
9
8
2
i
3
3

　
6
3
1
1
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
．
．

第
1
6
回

牧
水
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

▽
日
時

　
2
月
1
1
日
（
日
）

午
前
8
時
受
付

▽
場
所
牧
水
公
園

誇
囮

、q

平
成
7
年
度

東
郷
町
合
同
金
婚
式

　
毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
合
同
金

婚
式
が
、
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま

す
．▽

日
時
　
2
月
2
9
日
（
木
）
1
1
時
～

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館

　
な
お
、
今
年
度
は
9
組
が
め
で
た

く
金
婚
式
を
迎
え
ま
す
．
．

警
察
署
の
電
話
番
号

が
変
わ
り
ま
す

平
成
8
年
1
月
1
0
日
か
ら
警
察
署

の
代
表
電
話
番
号
が
、
次
の
と
お
り

下
4
ヶ
タ
が
0
1
1
0
に
変
わ
り
ま

す
。　
日
向
警
察
署

容
0
9
8
2
⑬
0
1
1
0

　
延
岡
警
察
署

智
0
9
8
2
⑳
0
1
1
0

　
県
警
察
本
部

容
0
9
8
5
⑳
O
1
1
0

　
な
お
、
警
察
へ
の
緊
急
通
報
は
従

来
ど
お
り
「
1
1
0
」
番
で
、
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
．
、

椎
茸
種
駒
購
入
に

対
す
る
補
助

　
町
で
は
、
椎
茸
生
産
の
振
興
を
図

る
た
め
、
椎
茸
種
駒
を
購
入
し
植
菌

し
た
生
産
者
に
対
し
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

▽
補
助
条
件
　
東
郷
町
内
に
居
住
し

　
町
内
椎
茸
原
木
に
2
万
個
以
上
の

　
植
菌
を
行
な
う
生
産
者

▽
補
助
率
　
1
　
3
以
内

▽
申
請
先
　
役
場
又
は
、
J
A
東
郷

　
支
店
営
農
課
（
支
払
い
証
明
必
要
）

▽
申
請
締
切
　
平
成
8
年
2
月
末
日

※
詳
し
く
は
役
場
林
政
課
長
は
、
J

A
東
郷
支
店
営
農
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
ざ
、
い
。

牧
水
の
ま
ち
若
者
交
通
安
全
会
の
会

員
募
集
　
若
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通

安
全
意
識
の
高
揚
に
む
け
て
（
詳
細

は
町
青
年
団
か
役
場
総
務
課
ま
で
）

今
月
の
古
紙
回
収
日

▽
日
時
　
2
月
1
8
日
（
日
）
9
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
羽
坂
不
燃
物
処
理
場

行
　
政
　
相
　
談

▽
日
時
　
2
月
1
4
日
（
水
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
二
階
会
議
室

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
2
月
1
3
日
〔
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
　
今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
四
期

国
民
健
康
保
険
税
九
期

　
　
　
　
　
　
＊
納
期
は
一
一
目
．
．
卜
妃
日

箸
落a
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
1
月
8
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
）

◎
坪
谷
の
矢
野
茂
美
さ
ん
か
ら

（
今
朝
市
さ
ん
・
9
1
歳
ご
逝
去
）

◎
越
表
の
上
原
キ
ミ
エ
さ
ん
か
ら

（
通
義
さ
ん
・
8
5
歳
ご
逝
去
）

◎
福
瀬
の
矢
野
博
さ
ん
か
ら

（
貴
r
さ
ん
・
1
3
歳
ご
逝
去
）

◎
羽
坂
の
山
田
豊
さ
ん
か
ら

（
安
子
さ
ん
・
4
8
歳
ご
逝
去
）

般
寄
付

　
下
渡
川
の
日
高
辰
雄
さ
ん
か
ら
快

気
祝
と
し
て
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

出

一
　
．
．

●

（
十
二
月
届
出
分
）

生
お
め
で
と
う

山 黒 岩 橋 赤
ち

本 田 野 口 や

亜 将 大 萌
ん
の

理 氏
沙 人 地 花 名

憲 利 政経
正
昭 弘 敏薯
芋 田 迫
野
羽 住

迫 野 内 坂 所

結
婚
お
幸
せ
に

一 一 一原海 土田 永野 氏

田野 橋邊 田別

美達 深好 文国

穂也 雪文 枝春
名

福i坪 日 福 門 寺 住
向 川

瀬1谷
市 瀬 町 迫 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

持月1

c
今
朝
彌

越
ピ
サ
ヱ

山
田
安
子

上
原
通
義

黒1矢

ﾘ野Z
貴
ノ
子

高
尾
博

橋
口
利
一
氏
名

81

ﾎ
π
歳

48

ﾎ

85

ﾎ

87

ﾎ

13

ﾎ

82

ﾎ

83

ﾎ
年
齢

小
野
田
福
瀬
羽
坂
越
表
芋
迫
福
瀬
福
瀬
寺
迫
住
所

★田1報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉


	町県民税の申告相談が始まります

	第1部（小野田）が2冠を獲得－消防出初め式

	深谷地区農道完成

	検察審査会－不起訴には１１人の審査の日

	成人式－決意も新たに

	第21回牧水かるた大会－元気に「はい」
 
	新春交流懇話会
	新春書初展－小・中学生
 
	わがふるさと東郷町－原田一子さん

	ちびっこギャラリー　山陰保育園

	街の話題－赤い羽根共同募金1,253,054円－歳末たすけあい募金554,649円集まる
	2月は飲酒運転追放月間
	平成７年度－国勢調査結果まとまる

	年金　Q＆A

